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	　本セミナーは看護学部の地域貢献事業としてスタートし、4年目を迎えました。ご理解とご参加をいただき、ありがとうございます。今年も、ご好評をいただいている2テーマのセミナーを開催いたします。日々の看護実践の中で抱いた疑問・課題に取り組もうとされている皆様、効果的な家族支援のために学んでみたいと思っておられる皆様、この機会にどうぞふるってご参加ください。

